
コロナ禍における公運審の取組みと
これからの公民館のあり方

基調発表

国分寺市公民館運営審議会 戸澤司

令和４年度東京都公民館連絡協議会委員部会第１回研修会

「コロナ禍における公運審の動きと見えてきた新しい公民館のあり方」



国分寺市の紹介

■市制施行：昭和39(1964)年11月３日
■面 積：11.48km2
■人 口：128,011人＜令和４(2022)年４月1日現在＞
■特 徴：武蔵野の面影を残す住宅都市

ＪＲ中央線・武蔵野線，西武線国分寺線・多摩湖線が
交わる交通の便の良いまち
水と緑の豊かな文化と歴史を有する都市
日本宇宙開発および新幹線開発の地



本多公民館

もとまち公民館

恋ケ窪公民館

並木公民館

光公民館

【主な特徴】

① 中学校区に１つで５館独立
② 原則無料
③ 図書館併設



国分寺市立公民館運営審議会の歩み

①平成27(2015)年 各館にあった公運審を統合

（各館にはサポート会議を設置）

②平成29(2017)年 第１期答申

「地域づくりを目指した公民館のあり方」

③令和元(2019)年 第２期答申

「国分寺のまちを学び共に創りだす

公民館活動の今後について」

【委員構成】
第１号＝公募により選出された市民
第２号＝公民館利用者
第３号＝学校教育の関係者
第４号＝社会教育の関係者
第５号＝家庭教育の向上に資する

活動を行う者
第６号＝社会福祉関係団体の代表者
第７号＝学識経験のある者



第３期途中に襲いかかった新型コロナ感染症

① 令和２(2020)年３月３日～６月４日

公民館完全休館

→公運審は４，５，７月の３回分が中止

② ８月から公運審再開

③ 10月27日 諮問

「新型コロナウイルス感染症対策下に

おける公民館の役割について」

【第１・第２波】

志村けん・岡江久美子死去

東京オリンピック１年延期

東京の１日の新規感染者数は
ピークで500人弱

【資料１・２】



利用グループへのアンケート実施

公運審から
「歴史的出来事としてのコロナ禍における
利用グループの活動をアンケートで
記録に残すべきだ」という声

登録更新時にアンケートを配布し
202団体から回答

【第３波】

東京の１日の
新規感染者数はピークで
2500人弱

公民館は１月から夜間休館【資料３】



アンケートの結果

１ 休館期間も１割のグループはオンラインや
他会場を使って活動継続

２ 活動停止による生きがいの喪失

３ 公民館開館継続への強い思い

４ ネット環境への温度差



令和３(2021)年６月

第３期答申
「新型コロナウイルス感染症
対策下における公民館の
役割について」

【第４・５波】

デルタ株流行

東京の１日の新規感染者数は
ピークで5000人弱

８月には東京オリンピック開催

１公民館まつり等の一定規模以上の
集客事業の開催について

２オンライン講座の展開について

３オンライン化を進める際の社会教育
施設としての公民館の役割



１公民館まつり等の一定規模以上の
集客事業の開催について

「三密」の視点から
飲食を提供する模擬店は困難であっても，
発表や展示は，リアルとバーチャルを
併用してでも可能

・
グループ活動を維持するためにも公民館からの
積極的な情報発信・メディア活用が必要

・



２オンライン講座の展開について

これまで公民館に足を踏み入れなかった
人たちにも情報を共有することができ，
公民館にアクセスする間口が広がる

・

遠隔地にいる講師と参加者とがつながる
多元性・双方向性を活用することができる

・



３オンライン化を進める際の
社会教育施設としての公民館の役割

コンテンツの充実・

・ 職員の企画力の育成

フリーWi-Fi設置といった環境の整備・

・ 発信力の強化



再開館し、答申を受けた後の公民館

１ 答申直後の令和３(2021)年10月には５館中４館で
対面・ネットを使った「まつり」「発表会」の開催

２ 各公民館に貸出用モバイルルータを配置

３ ライブイベントのYouTube配信

４ ホームページ改訂プロジェクト

公民館を取り巻く課題の再確認



現在の公運審の動き

第４期諮問
「ひととひとをつなぐ持続可能な公民館活動について」

① 幼児から若者の世代にとって身近に感じられる公民館

② 就労，子育て等の現役世代が気軽に集える公民館

③ すべての世代が公民館を舞台につながることができる
公民館

令和３(2021)年７月から第４期公運審がスタート


